
友人関係存在証明書のひな型 

 

 

 

冗談作品ですので 真に受けないで、そのままの友達関係を保って下さい。 

 

心配性で確認の確認の癖がある方でも、ここまでしないでしょうが・・・、 

自署で完成とし、正式且つ公的に確認出来る書面（契約書みたいな）、 

それでも納得のいかない方は、保証人とか別に付け加えても結構ですが・・・、 

 

間違いなく 

 

「面倒くさいし、万が一 正式な証明書ならなんか怖いから、友達にならない」 

 

と言われるのがオチですから・・・。 

 

また下記証明書のタイトルの「友人」という部分を異なる言葉に置き換えても使用出来る 

 

例えば 

 

① 「交際」と置き換えて 印鑑証明書１通と証明書に実印で押印ともなれば、 

結婚相手を紹介時等の場合は 正式な書面となり 親も超絶安心となるが 

 

② 「不倫」と置き換えてしまうと、人事訴訟事件の勝負を決する証拠物としての使用され

る可能性が非常に大 のため、そんな証明書にサインする人は当然にいないであろう 

 

 

 

 

 

 

 



友人関係存在証明書 

 

 

 

私（甲）は 乙＊＊＊との間に 友人関係を有することに間違いはありません。 

 

 

 

 

 

    年  月  日 

 

 

 

氏名（甲）                   （自署） 

 

住所地（甲）                          

 

連絡先（甲）     ―     ―       

 

                          

氏名（乙）                    

 

住所地（乙）                          

 

連絡先（乙）     ―     ―       

 

 

保証人がいる場合（任意項目）                                           


